
- 1 - 

 

                            

  

２０２６年１１月１２日 

各 位 

会社名 イメージ情報開発株式会社 

代表者名 代表取締役社長 半田 基実 

 （コード：3803、グロース市場） 

問合せ先 取締役副社長 経営管理部長 中川 祐輝 

 https://image-inf.co.jp/contact/ 

 

２０２７年 3 月期通期連結業績予想の公表に関するお知らせ 
 

当社は、２０２６年 5 月１４日に公表いたしました「２０２６年 3 月期決算短信〔日本基準〕（連結）」において未定

としておりました２０２７年 3 月期（２０２６年 4 月 1 日～２０２７年 3 月３１日）の通期連結業績予想につきまして、

本日開催の取締役会において決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１． ２０２７年3月期通期連結業績予想数値（２０２６年4月1日～２０２７年3月３１日） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する当期

純利益 

1 株当たり当期

純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（A） 未定 未定 未定 未定 未定 

今回発表予想（B） ６７８ 0 １８ ３３ １０．０４ 

増減額（B－A） － － － － － 

増減率（％） － － － － － 

（ご参考）前期実績 

（２０２６年 3 月期） 
７３１ △１７５ △１９５ △２５９ △１１９．３９ 

（注 1）金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

（注 2）1 株当たり当期純利益は、期中平均株式数３，３１７，７３１株により算定しております。 

 

２． 業績予想公表の理由 

当社グループは、サイブリッジグループとの資本業務提携による事業構造改革を進めており、その一環と

してＭ＆Ａを計画しておりました。買収先の事業規模によっては連結業績が大きく変動し、経営成績を正確

に見込むことが難しい状況であったことから、２０２７年 3 月期の連結業績予想を未定としておりました。 

２０２６年 6 月に発足した新経営体制のもとで、当社は、事業の選択と集中（２０２６年 3 月３１日付での連

結子会社 3 社の株式譲渡、及び２０２６年 8 月 1 日付での完全子会社イメージ情報システム株式会社の吸
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収合併）並びに人事制度改革を含むコスト構造改革を実行してまいりました。 

また、２０２６年１０月 1日付で株式会社ディグロスが営む CRM 支援事業を譲り受け、２０２６年１０月２３日

付で株式会社クラッド大分（２０２６年１１月１２日付で IID 大分株式会社に商号変更。以下「IID 大分」といい

ます。）の全株式を取得して連結子会社化いたしました。これにより、当期の業績予想を未定とする要因であ

ったＭ＆Ａの主要案件が完了し、連結の範囲及び取得事業の業績の取込期間が確定いたしました。 

以上を踏まえ、本日公表の「２０２７年 3 月期 第 2 四半期（中間期）決算短信〔日本基準〕（非連結）」の実

績値をもとに、現時点で入手可能な情報に基づき通期の連結業績予想を合理的に算定することが可能とな

ったと判断し、公表するものです。 

 

３． 業績予想の概要 

（1）売上高 

下期より、株式会社ディグロスから譲り受けた CRM 支援事業及び IID 大分の業績（２０２６年１０月か

ら２０２７年 3 月までの 6 か月間）が加わるものの、２０２６年 3 月３１日付で連結子会社 3 社を連結の範

囲から除外した影響により、売上高は６７８百万円（前期比７．３％減）となる見込みです。 

（2）営業利益・経常利益 

新経営体制のもとで進めてまいりましたコスト構造改革の効果を通期で反映することに加え、取得事

業の利益を下期より取り込むことにより、営業利益は 0 百万円（前期は営業損失１７５百万円）、経常利益

は１８百万円（前期は経常損失１９５百万円）となり、前期に比べて大幅に改善する見込みです。なお、下期

（２０２６年１０月～２０２７年 3 月）は営業利益を確保する見込みです。 

（3）親会社株主に帰属する当期純利益 

２０２６年１０月２６日付「特別利益（投資有価証券売却益）の計上に関するお知らせ」で公表いたしまし

た投資有価証券売却益１１百万円（２０２７年 3 月期第 3 四半期連結会計期間に計上）を含め、当期に計

上した特別利益及び特別損失を織り込み、親会社株主に帰属する当期純利益は３３百万円（前期は親会

社株主に帰属する当期純損失２５９百万円）となる見込みです。 

 

４． 業績予想の前提条件 

（1）本業績予想は、２０２６年 9 月３０日までの実績値、及び２０２６年１０月２８日時点における２０２６年１０月

以降の当社グループの見込みに基づき算定しております。 

（2）連結の範囲は、当社及び連結子会社 1 社（IID 大分）です。IID 大分の決算日は１２月３１日であるため、

当社の決算日に実施する仮決算に基づく財務諸表を使用し、２０２６年１０月から２０２７年 3 月までの 6 か月

間の業績を取り込んでおります。 

（3）株式会社ディグロスからの CRM 支援事業の譲受け及び IID 大分の株式取得に伴い発生するのれん

は、取得原価の配分が完了していないため暫定的に算定した金額に基づき償却額を算定しております。取得

原価の配分の結果により、のれんの金額及び償却額は変動する可能性があります。 

（4）本日時点で契約締結に至っていないＭ＆Ａ案件の影響は、本業績予想に含めておりません。 

 

  



- 3 - 

 

５． 今後の見通し 

当社は、２０２６年 9 月３０日に公表いたしました中期経営計画「プロジェクト イマージュ」において、２０２７

年 3 月期を構造改革の仕上げの年と位置づけております。今後、新たなＭ＆Ａの実行等により業績予想の

修正が必要となった場合には、速やかにお知らせいたします。 

（注）上記の予想は、本資料の発表日現在において当社が入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は様々な

要因により予想数値と異なる可能性があります。 

 

以上 

 


